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カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
監
視
委
員
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
が
、
委
員
に
は

市
役
所
、
船
井
衛
生
管
理

組
合
お
よ
び
川
辺
地
域
関

係
者
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

広
く
公
募
す
る
こ
と
や
有

害
物
質
、
ご
み
焼
却
に
関

わ
る
専
門
知
識
を
持
っ
た
人

材
を
補
充
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

当
分
の
間
こ
の
体
制

で
お
願
い
し
た
い
。
専
門
的

な
こ
と
に
な
る
と
府
に
指
導

し
て
も
ら
う
。

問市
長

家
庭
ゴ
ミ
処
理
の
本
格
的

な
検
討
を

　
　

ま
た
も
法
基
準
を
超

え
る
事
態
に
至
れ
ば
「
撤

退
す
る
」
と
カ
ン
ポ
社
長
の

言
明
が
あ
っ
た
。
永
く
は
民

間
産
廃
焼
却
施
設
で
の
一

般
廃
棄
物
処
理
と
は
な
ら

な
い
。
家
庭
ご
み
処
理
は
、

南
丹
市
（
船
井
衛
生
管
理

組
合
）
が
委
託
で
な
く
、

責
任
も
っ
て
処
理
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
格
的
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。  

　
　
　

中
長
期
的
な
見
通

し
に
つ
い
て
今
後
、
十
分
に

問市
長

検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
って
い
る
。

　
　

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
と
の
契
約
は
今
年
度

3
月
で
期
限
切
れ
と
な
る

が
。

　
　
　

委
託
単
価
の
設
定

に
つ
い
て
は
十
分
な
協
議
精

査
が
必
要
と
な
る
。

J
R
複
線
化 

駅
舎
等
鉄
道

環
境
の
改
善
・
整
備
を

　
　

J
R
複
線
化
運
行
の

見
通
し
と
複
線
化
に
伴
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
要
望
が
強

い
八
木
駅
改
善
や
園
部
駅

東
口
の
広
場
の
整
備
、
改

問市
長

問

善
計
画
は
。

　
　
　

平
成
21
年
度
内
の

開
業
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な

い
。
駅
舎
･
広
場
は
J
R

西
日
本
の
所
有
で
あ
り
要

望
を
続
け
て
い
く
。

　
　

複
線
化
に
伴
う
バ
ス

交
通
網
の
構
築･

改
善
計

画
は
。
八
木
駅
及
び
園
部

駅
を
基
点
と
し
た
全
市
バ
ス

路
線
網
の
整
備
・
改
善
計

画
は
。

　
　
　

公
共
交
通
会
議
な

ど
で
検
討
を
進
め
て
い
た
だ

く
。

市
長

問市
長

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
保
護
者
が
就
労
し
、

昼
間
保
護
者
が
い
な
い
家

庭
の
小
学
生
1
年
生
か
ら

3
年
生
ま
で
の
児
童
を
対

象
に
、
遊
び
の
場
や
生
活

の
場
を
提
供
し
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
る
事
業
で

あ
る
。
定
員
35
名
に
対
し

て
園
部
小
学
校
で
は
44
人
、

第
二
小
学
校
で
は
42
人
が

入
部
し
施
設
が
非
常
に
狭

い
。

　

負
担
金
を
も
ら
っ
て
い

る
以
上
、
児
童
の
生
活
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
は
大

問

切
で
あ
る
。
ぜ
ひ
改
善
さ

れ
た
い
。

　
　
　
　

待
機
児
童
を
だ

さ
な
い
方
針
で
受
け
入
れ

て
い
る
。
現
状
の
ス
ペ
ー

ス
で
は
ゆ
と
り
が
な
い
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
施
設

の
有
効
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
入
部
の
状
況
に
応

じ
て
指
導
員
を
確
保
す
る
。

通
学
バ
ス
の
配
車
を

　
　

園
部
小
学
校
区
の
新

堂
、
熊
崎
、
瓜
生
野
地
区

は
学
校
か
ら
遠
く
、
新
堂

区
に
あ
っ
て
は
3
・
8
㎞

の
徒
歩
通
学
に
な
る
が
交

教
育
長

問

通
安
全
上
、
ま
た
、
防
犯

上
不
安
で
あ
る
。
特
に
小

学
生
が
空
白
に
な
っ
て
い

る
た
め
集
団
登
校
が
で
き

な
い
。
新
年
度
2
人
が
入

学
す
る
。

　

児
童
の
安
心
、
安
全
を

考
え
る
と
き
通
学
バ
ス
の

運
行
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　

通
学
路
が
河
川

沿
い
で
あ
り
、
低
学
年
だ

け
で
通
学
す
る
こ
と
は
不

安
で
あ
る
。
学
校
や
保
護

者
と
共
に
安
全
策
を
十
分

に
協
議
し
た
い
。

教
育
長

市
道
高
屋
熊
原
線
の
改
修
を

　
　

大
戸
・
熊
原
間
は
長

期
に
わ
た
っ
て
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
道
路
は
集
落
間
を

往
来
す
る
重
要
な
道
路
で

あ
る
。
落
石
の
危
険
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
改
修
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
放

置
は
で
き
な
い
。
是
非
、

改
修
さ
れ
た
い
。

　
　
　

11
月
に
現
地
調
査

を
し
た
。
道
路
整
備
計
画

を
樹
立
し
、
計
画
的
に
対

応
す
る
べ
く
作
業
を
進
め

て
い
る
。

問市
長

放課後児童クラブの
充実を 活緑クラブ

矢野　康弘 議員

施設の有効活用を検討教育長

カンポダイオキシン問題
川辺地域だけの問題にしてはいけない

専門的知識は府に指導をうける
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市長

JR 嵯峨野線複線化
事業の効果について

　

観
光
ま
た
定
住
に
よ
る

人
口
増
、
雇
用
促
進
に
い

か
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か

が
課
題
で
あ
る
。

公
有
財
産
の
有
効
利
用
を

　
　

土
地
開
発
公
社
の

38
億
円
の
長
期
未
活
用
土

地
の
精
算
は
で
き
て
い
る

の
か
。

　

多
く
の
類
似
施
設
や
利

用
頻
度
の
低
い
施
設
等
は

利
用
実
態
・
維
持
管
理
コ

ス
ト
等
を
多
角
的
に
検
討

し
、
廃
止
を
含
め
、
整
理
・

合
理
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
の
施
設
の
運

問

営
方
針
や
指
定
管
理
者
制

度
の
運
用
は
ど
う
か
。  

　
　
　

公
有
財
産
等
処
分

等
に
関
す
る
検
討
委
員
会

ま
た
市
役
所
内
部
で
事
業

ご
と
、
土
地
ご
と
に
現
状
、

将
来
見
込
み
等
を
精
査
し

て
い
る
。
検
討
委
員
会
の

提
言
を
踏
ま
え
処
理
方
針

を
決
定
・
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　

公
の
施
設
は
3
0
0
を

超
え
て
い
る
。
設
立
の
経

過
・
目
的
・
規
模
・
運
営

形
態
は
千
差
万
別
で
あ
る

が
、
行
政
改
革
の
視
点
で

市
長

　
　

J
R
嵯
峨
野
線
複
線

化
工
事
の
本
市
の
負
担
額

は
約
14
億
7
0
0
0
万
円

と
見
込
ま
れ
る
が
、
今
日

の
都
市
計
画
の
進
捗
状
況

で
は
、
事
業
負
担
金
に
見

合
っ
た
効
果
が
発
揮
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
市

の
発
展
の
た
め
の
態
勢
や
、

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

多
く
の
負
担
で
あ

り
、
こ
の
効
果
を
発
揮
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
近

年
多
く
の
企
業
誘
致
が
さ

れ
た
。
こ
れ
も
大
き
な
効

果
で
あ
っ
た
。

問市
長

種
々
の
検
討
を
し
、
順
次

事
務
を
進
め
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
検
討
を

　
　

福
祉
の
面
か
ら
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
交
通
弱

者
の
方
の
交
通
手
段
と
し

て
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
検
討
を
。 

　
　
　

福
祉
の
観
点
か
ら

は
、
ま
さ
に
大
き
な
課
題

で
も
あ
る
。
嵯
峨
野
線
の

複
線
化
の
完
成
を
一
つ
の

契
機
と
し
て
、
バ
ス
交
通

網
の
構
築
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問市
長

　
　

公
共
交
通
網
の
整
備

は
市
民
の
利
便
性
・
一
体

感
の
醸
成
に
大
切
な
要
素

で
あ
り
地
域
の
実
情
・
需

要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
総
合
的
視
点
・
多
角

的
視
野
に
基
づ
く
議
論
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
視
点

に
立
ち
バ
ス
会
計
の
一
元

化
を
図
り
、
全
体
的
な
公

共
交
通
体
系
を
精
査
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。
高
齢
化
の
進

行
は
交
通
過
疎
問
題
と
正

問

比
例
し
て
い
る
。
現
状
認

識
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

公
共
交
通
網
を
考
え
る
時
、

各
種
団
体
・
地
域
と
の
連

携
を
密
に
し
、
概
念
を
共

有
し
て
効
率
的
交
通
体
系

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

バ
ス
交
通
網
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
基
盤

と
し
て
お
り
、
住
民
の
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
も
伺
っ
て

い
る
。
平
成
21
年
度
末
の

山
陰
線
複
線
化
に
併
せ
再

構
築
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

各
種
団
体
・
地
域
と
の
連

市
長

携
を
深
め
、
協
働
の
観
点

か
ら
高
齢
者
対
策
を
含
め
、

シ
ス
テ
ム
構
築
に
努
力
す

る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は

　
　

J
R
園
部
駅
西
口
に

通
じ
る
市
道
城
南
・
小
山
線

は
多
数
の
学
生
が
通
行
す

る
が
狭
隘
性
は
顕
著
で
、
危

険
な
道
路
で
あ
る
。
道
路
の

拡
幅
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
J
R
園
部

駅
西
口
付
近
に
安
全
対
策

上
の
点
滅
式
信
号
機
の
設

置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

問

う
。

　
　
　

こ
の
道
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
地
域
・
学

校
・
警
察
署
と
連
携
を
深
め

協
議
す
る
。

街
路
樹
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

旧
園
部
町
主
要
道
路

の
街
路
樹
は
美
観
・
景
観
を

損
な
う
部
分
が
顕
在
化
し

て
き
て
い
る
。
管
理
体
制
と

改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

年
間
2
回
の
除
草
・

剪
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

美
観
等
課
題
も
あ
る
が
経

費
の
問
題
も
あ
る
。
今
後
適

正
な
管
理
に
努
め
る
。

市
長

問市
長

公共交通網の
あり方は

観光振興や定住推進をはかっていく
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